





































































































君子嶋守の生い立ちを示す史料は， 天平20年(748) 4 月25日に東大寺写経所が作成した「写書所
解」である8)。出家を希望する写経生の氏名・年齢・出身地・戸主名と写経所における奉仕期間
が書かれている。「年廿二 労三年 常陸国久慈郡久慈郷戸主 君子浄成戸口」とあるので， 君子






























に集まるのを好み， 夏には膝を連ね， 手を取り合って， 筑波山の歌垣で歌われる歌を謡い， 久慈
の美酒を飲んで「塵の中の煩」（世俗の憂い）を忘れるのだという叫
更に律令政府と対立関係にあった蝦夷の居住する陸奥国と隣接する久慈郡は， 非常に苦しい状
況にあった。特に君子嶋守の生まれた神亀 3 年 (725)の前年には， 陸奥国で反乱を起こしてとら
えられた蝦夷が内地に送られる途中， 常陸国との国境付近（久慈郡・多珂郡）で反抗し， 百姓達
が財物を焼失している15)。政府は被害に応じて長くて3年間の課税免除を打ち出している。また





























常陸国の有力氏族は， 例えば養老 7 年(723)に久慈郡の隣りにある那賀郡の大領宇治部直荒山が，
陸奥国鎮所（律令政府の蝦夷征討の本拠地）に私穀3,000斜を運んで外従五位下を得たように20i,
食糧等の物資輸送や兵力増強に協力し， 中央との結びつきを深めたようである。一方で， 国司や












が皇后に冊立され， 藤原不比等の 4 人の子ども（藤原四子という）が政権を担っていた。長屋王
の変に伴う社会不安の払拭のため， 地方に鎮撫使や節度使が派遣されるなどの施策がなされるが，






止まっていたのである。苦境に置かれた藤原氏の不満は， 天平12年 (740) の太宰府における藤原広
嗣の反乱で吹き出したといえる。
このような積年の社会不安， 藤原広嗣の反乱により， 聖武天皇が受けた衝撃は， 以後天平17年









聖武朝の説話に見えている。天平 9 年(737)3 月に全国に釈迦仏・脇侍菩薩像造立及び大般若経書








































①写疏所・・ ・ 光明皇后発願の一切経（仏教の経典の総集）である五月一 日












字経の用紙を磨く螢生・筆エ ・ 漆工， 軸を磨く饒轄エがこの工程を支えており， 仕丁・衛士・雇





写 饂 磯 珊
写 疏 所 先 経 所 後 経 所
(9 月 1 日-12月15日） (7 月 1 日-10月30日） (7 月 1 日,.....,9月29日）
観音経・華厳経・千手経の写経紙 写経紙1.000 張を校正する 写経紙1,000 張を校正する























天平2岡こ6 月以降4 年間、 写経所から姿を消す
(9 月 8 日）
天平 六十華厳経の写経紙36張を校正（校生12人で7,457 張を校正）
勝宝






具体的に表にまとめてみると， 彼は校生として写経所内の3つの作業場（写疏所 ・先経所 ・後経
所）を昼夜往復し， 写経所付属の宿泊施設（経師息所）に寝泊まりしながら， 同僚と共に法華経・観















































































②中巻第 9 縁〈己に寺を作りて其の寺の物を用い， 牛となりて役われし縁〉
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